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中学校・国語科 

LOVE   OF   LEARNING 

 

自ら学ぶ 
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❋ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
対話 

自分 

テキスト 仲間 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過程 

生徒自身が単元を通して自分の学びを見つめる 
 

〈毎時間，このような 

自己評価をする必要はあるの？〉 

 

→ 各授業には目標があるため，生徒による

自己評価も必要です。ただし，単元や教

材によって，数値のみなのか，記述がど

の程度必要なのか考えましょう。 

❋ 例えば，「話すこと・聞くこと」「書

くこと」「読むこと」の 3 領域で，

ある程度時間をかけて指導が必要な

単元では，記述が効果的 など。 

→ 次の学習への意欲につなげるためにも，

今の自分を見つめることが重要です。 

→  

 

各時間の自己評価 

      日
付 

      今
日
の
授
業
で
考
え
た
こ
と 

      生
ま
れ
た
「
？
」 

    

５ 

考
え
度 

    

４ 

達
成
度 

 

学んだことの確認 

学習後の「問い」 

一生懸命考えたか 

目標に近づけたか 

Step 1 

❋単元を通した学習課題を設定する❋ 

 

 

① 客観的根拠が収集可能であること。 

② 様々な意味づけが可能であること。 

③ 個々の生徒が自分の価値観を反映しつつ

考えを形成できること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定のポイント 

Step 2 
❋生徒の「問い」を 

課題解決のために生かす❋ 

例えば『走れメロス』で… 

〈教師が提示する単元を通した課題〉 

「太宰治が『走れメロス』を通して伝えた

かったことは何か」 

 

〈解決するために生徒自ら見つけた「問い」〉 

・「走らない場面は必要か」 

・「走れメロス」は題名としてふさわし 

いか 

・「暴君ディオニスは，暴君なのか」 

 

最初の考え 

書き残す 

 

教師の声かけなど支援を忘れずに 

毎時間行うことで，自己評価力の向上 

にもつながります。 
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単元学習終了後の自己評価 

  

④ 

古
典
文
学
で
あ
る
『
扇
の
的
』
の
学
習
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
、
学
習
前
と 

比
べ
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
。 

③ 

１
、
２
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
生
き
方
に
つ
い
て 

自
分
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
述
べ
ら
れ
た
。 

 

 

② 

１
の
言
動
か
ら
二
人
の
人
物
を
比
較
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
・ 

生
き
方
を
し
て
い
る
人
物
か
述
べ
ら
れ
た
。 

 
 

 

① 

根
拠
と
し
て
登
場
人
物
の
言
動
を
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
た
。 

 
 

●
振
り
返
り
シ
ー
ト
や
ノ
ー
ト
・
プ
リ
ン
ト
を
見
返
し
て 

評
価
し
よ
う
！ 

      達
成
度 

 

〈①・②・③は目標に対して〉 

❋ 教師側から視点を与えます。 

（読みの過程に従って，①→②→③と視

点を与える など。） 

 

〈④は自分の変容を自覚する＆ 

各時間の自己評価を見つめ直す〉 

❋ 自分の成長を感じることで次も考えよ

うと思えることが大切です。 

❋  

 

 

変容の自覚 

 

❋
目
標
に
沿
っ
て
、
一
部
文
言
を
変
え
れ
ば
、
他
の
単
元
で
も
使
用
可
能
。 

 

Step 3 
❋生徒の「問い」を 

授業づくりに生かす❋ 

例えば『扇の的―「平家物語」から』で… 

〈教師が提示する単元を通した課題〉 

「上に立つ者として，義経と敦盛（家来と 

して，与一と直実）どちらが魅力的か」 

 

〈学習後生徒から生まれた「問い」〉 

A.「人間として，リーダーとしてどち 

らが大切なのか」 

B.「敦盛に直実の優しさは届いたか」 

C.「なぜ義経は平然と殺せるのか」 

 

【 次の時間以降の指導に生かす】 

❋各学級がどのような読みをしているの

か具体的に把握できます。 

＝具体的な発問の想定が可能。 

例えば…第 2 時終了後に自己評価シー

トを回収したとき，右の A・B・

C の「問い」が出てきていたら 

A.「人≠武士≠大将なのか」 

B.「武士としての優しさとは何だろう」 

 C. 「平然となのか」「殺さなければ…？」 

※授業の最初に全体に対して発問するの

か，各班や個々に発問するのか場面の想

定をすることも大切です。 

❋次の時間生徒たちから出てきてほしい

「問い」を具体的に想定した展開が可能。 

 

 

最後の考え 

対話 

自分 

テキスト 仲間 

対話 

自分 

自分 

テキス

ト 

テキスト 

自分 

仲間 

教師の視点で生徒の自己評価を見て，個々 

への声かけや全体での共有をしましょう。 

1 時間ごとの自己評価を見つめ直し，数

値や記述が適切か考えながら，どのよう

に自分の学びを評価するのか知る。 
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Step 4 
❋自己評価シートを回収し， 

その後の授業づくり， 

指導改善に生かす❋ 

 

･「考えたこと」と「問い」の関係，

「考え度」と「達成度」の関係，記 

述と数値の関係を見る。 

･単元学習終了後に回収した自己評価

シートを基に，授業の課題を見つけ，

同じ領域だけでなく，異なった領域

の指導にも生かす。 

 

【例えば】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変容を見る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記述・「問い」・数値を見る 

同じ人物の異

なる一面への

気づき 

（視点の変化） 

 

学びの自覚 

 

読む面白さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価 
の 

効果 

自分の成長を実感できる 
 

個々の学ぶ意義が生まれる 

 

自己評価を繰り返すことで， 

自分を見る目が鍛えられる 

＝生徒の自己評価力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代による 

価値観の相違

という気づき
（視点の変化） 

 

学びの自覚 

第 4 時・第 5 時の記述 

 討論の留意点について記述＝目標とのずれ 

→読みを深めるための討論（「話すこと」）が目的

化。第 3 時（異なる価値観をもった者同士での

対話）のグループ・ディスカッション（1 年生）

の活用で十分。 

→「問い」を見ると，第 1 時の「問い」を解決す

るための「問い」を毎時間抱き，考えていること

が分かる。 

 

個人内評価 主体的に学習に取り組む態度 

「知識・技能」「思考・判断・表現」の獲得に向けて

「学びに向かう力・人間性」を教師は 

どう見取っていくのか…？ 

 

                              （観点別評価） 

個々の変容（伸長）       学習を調整する態度 

             粘り強く取り組む態度   

生徒の自己評価から… 

→第 1 時から第 4 まで同じような「問い」を抱き，

その解決に向けて，様々な角度から考えようとし

ている。 

 ＝自分の抱いた「問い」に対して，調整しながら

学習を進めている。かつ，粘り強く取り組んで

いる。 

【例えば】 

によって二つの評価が近づく 

第
２
時
終
了
時
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自己評価の 

目的 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1時間ごとの自己評価 

 

 

 

 

単元ごとの自己評価 

1年間の自己評価 

 

 何のために 

自己評価をする

のか考えよう！ 

 

〈学習の内容・成果・課題の確認をする（１時間ごとの自己評価）〉 
❋どのくらい一生懸命考えたか。その結果，得たことは何か。 

❋目標に対してどの程度近づけたか。 

❋納得していないことは何か。 

 

〈変容を自覚する（単元ごとの自己評価）〉 
❋最初と比べて自分の考えはどのように変容したか。 

❋考え度：どのくらい一生懸命考えたか。その結果，得たことは何か。 

❋達成度：目標に対してどの程度近づけたか。考えたこととつながるか。 
 

〈学びの軌跡を振り返る（1 年間の自己評価）〉 

❋自分はどのように学んできたのか（これまでの学習をつなげて考える）。  

❋1年間の学習の中で，自分が最も学んだ（伸びた）と思うことは何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域を超えて 

学年を超えて カスタマイズする 

 

実用 の中で 感性 

が磨かれる 
 

感性 があり 実用 

がある 

 

学年・領域を超えて 

生徒の学びを見ることで， 

（生徒の自己評価も含めて） 

一人一人の生徒の成長を 

支える評価・指導改善を 

目指すことが大切！ 

「話すこと・聞くこと」 

「書くこと」 

   × 
読みを深める 

活用して 

「感性 〉実用」「実用 〉感性」 

どちらの教材なのか考え， 

それぞれの教材で各領域の 

よさを生かした授業を！ 

例えば… 

『この絵、私はこう見る』（6 年・書く） 

×   

『詩の世界』（中 1 年・読む） 

『学級討論会をしよう』（6 年・話す聞く） 

『鑑賞文を書く』（中 1 年・書く） 

×     

『新しい短歌のために』（中 2 年・読む） 

『パネルディスカッションをする』 

（中 2 年・話す聞く） 

『意見文を書く』（中 2 年・書く） 

×    

『走れメロス』（中 2 年・読む） 

『グループディスカッションをする』 

（中 1 年・話す聞く） 

『批評文を書く』（中 3 年・書く） 

×    

『俳句の可能性』（中 3 年・読む） 

 

「一生懸命考えること」 

の意味を考えさせて 

いくことも大切です! 
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学びへ向かう力を育てる国語科の授業・評価を目指して 
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自分の言葉で 

過去の自分 

今の自分 

未来の自分を 

見つめること 

 

 

自分の言葉で 

「？」を 

繰り返すこと 
× 

 

 

詳しくはこちらを検索 


